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タオル 

    年始の挨拶まわりといえばタオルを持っていきますが、なぜタオルなのでしょ

うか？ お年賀タオルとタオルについて調べました。 
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お気付きの点や質問、

疑問などありましたら、

ご遠慮なく営業または、

下記までお問合せくだ

さい。 

 

お問合せ 

メールアドレス 

sg-arai-yoshio 

@kamisugiura.co.jp 

特 集 

 

・ 封筒・特殊紙    

キャンペーン 

 

・ はがき 

 

・ 初詣 

 

・ タオル 

皆さんは年賀状はどのくらい書かれ

た、もしくは貰いましたでしょうか。

昨今は若い人を中心に、年賀状ではな

く年賀メールで新年の挨拶を済ませて

しまうということも少なくないようで

す。しかしそれでもやはり、まだまだ

年賀状は主流。今回は年賀状を含めた、

はがきのお話です。 
  

「はがき」とは「はしがき」つまり

「端書き」から派生した言葉で、もと

もと紙片に書きつけた覚書を指しまし

た。江戸時代には、金銭の督促状や通

知文書が「端書」と呼ばれたようです。

そして明治時代になり、近代郵便制度

がスタートすると「郵便はがき」の意

味で使われるようになりました。 
 ところで日本に近代郵便制度を定着

させたのは、１円切手の肖像画にもな

っている前島密（まえじま・ひそか）

です。前島は越後国の豪農の子で幼名

を房五郎と言い、32 歳のときに幕臣の

前島家の養子になり、家督を継いで前

島姓となりました。「郵便」「切手」「葉

書」等の名称を定めたのも前島で、「郵

便制度の父」とも呼ばれます。 

       タオル 
 タオルは、吸水性や肌触りに特化す

るため、その多くは表面にループ状の

細かい糸が飛び出している布地で、基

となっている布地は粗く通気性に富

むものが一般的です。材質に広く使わ

れているのは綿です。そのほか、吸水

性を向上させたものでは、ナイロンや

ポリエステルが使われる物がありま

す。 
  
 日本においては、安価で使い勝手が

よく何処の家庭でも邪魔にならずに

利用してもらえる物として、引越しや

年始の挨拶回りで利用される粗品の

定番となっています。また企業やホテ

ルなどでは、印刷による名入れのタオ

ルを使っているところも少なくあり

ません。 
 使い古したタオルは起毛が伸びて

飛び出してしまったり、風合いも損な

われてしまいますが、雑巾の材料とし

て利用されることが多いようです。ま

た家庭から排出されたタオルは回収

されて細かく裁断され再生紙の原料

の一部に使われたり、あるいはウエス

と呼ばれる、工場などで製品の汚れを

落したり、機械、工具などの清掃のた

めの布として利用されています。 
 
      産地と現状 
 日本の三大産地は、愛媛県・今治市、

大阪府・泉州地区、三重県ですが、現

在のタオル生産は安価な中国などが

主流で、国内の産地は苦境に立たされ

ています。そのため、国内業界団体は、

国に対して中国などへの繊維セーフ

ガード発動を要請しています。こうし

た背景から日本の産地では、高価で高

品質な製品の生産に方向転換しつつ

あります。 

      お年賀タオル 

 年賀の挨拶をする時に品物を持って

ゆくのは江戸時代からの風習です。手

ぬぐいを配るのは、江戸時代に歌舞伎

役者が自分の考案したデザインや家紋

を染めた手ぬぐいを贔屓筋に配るように

なったのが始まりのようです。商人も年

賀の挨拶に伺うときに、手ぬぐいを持参

したようですが、今はタオルに変わって

います。 

 

 企業間において正月の年始挨拶に粗

品として用いられる「年賀タオル」の習慣

は、元々小売店が日頃のご愛顧感謝の

お礼として正月三が日の内に、店主自ら

お客様宅を年始挨拶に訪問する際に持

参していたことに由来します。 

昔は外出する際なども「手ぬぐい」は

ひと時も手放さず持参するほどの必需

品で、かつ価格も手ごろでした。そのた

め旧年から新年に変わる機会に使い古

したものを新しいものに換えて、「気持ち

も新たに今年一年を送ってください」と

の意味を込め、「新年のご挨拶と日ごろ

の感謝の心を贈る」お年賀のご挨拶代

わりとなる贈答品として用いられていまし

た。それが企業間の年始挨拶の印とし

て用いられるようになったものです。 

 

 そしてなによりも、安いのとすぐに使用

でき、喜ばれるので持参の品となったの

でしょう。 

         

大久保利通らが進めていた大阪遷

都に対し、江戸遷都を建白したこと

でも知られます。漢字廃止論者でし

たが、東京専門学校（現早稲田大学）

の校長にもなりました。明治 35 年に

は男爵位も得て、後に貴族院議員に

もなっています。 
 
郵便事業が存在する国では通常、

それは国家事業もしくは公社的事業

です。故に国家もしくは公社が発行

するはがきを「官製はがき」あるい

は｢公社製はがき｣、私企業が発行す

るそれは「私製はがき」と区別され

ます。 
官製はがきの場合、表面に切手と

同じ効力を持つ｢料額印面｣が印刷さ

れており、料金支払い済みであるこ

とを表します。 
私製はがきにはそれはありません

が、日本ではご存知の通り、現在郵

便局は民営化されており、その意味

では「官製はがき」は存在しないの

ですが、民間企業が発行する「官製」

はがき（現在の名称は「郵政はがき」）

という妙な状態で運用されていま

す。 
 

明けましておめでとうございます。

今年も宜しくお願いいたします。 
 
「暑」の漢字で表された平成 22 年も

終わり、また新たな一年がスタートし

ました。今年はどんな年になるでしょ

うか。また、どんな目標を立てました

でしょうか。 
気ぜわしい日々が続くかと思われま

すが、体に気をつけ無事に乗り切りた

いものです。 
 

 さて弊社での、一年ぶりのキャン

ペーンのお知らせです。今回は対象

商品を、もはや恒例となりました封

筒と、特殊紙全般にいたしました。

新たな年のスタートを、キャンペー

ンで盛り上げていきたいと思ってお

ります。 
 お買い上げ金額に応じ景品を進呈

させて頂きます。詳しくは弊社営業

までお問い合わせ下さい。宜しくお

願い申し上げます。 
  



 

営業 1 課 

 

 

         

     

                 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営業２課 

初詣 
  初詣（はつもうで）とは、年が明けてから初めて社寺（神社・寺院）などに参拝し、一年の無事と 
 平安を祈る行事です。 

 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

営業１課・今月の商品紹介 
 

☆ インクジェット用紙 
国内最高級品質！Ｌ判、葉書サイズ、Ａ/４をご用意いたしました。写真にＤＭに挨拶状に是非。 

         由来 
元々は「年籠り」（としこもり、としごもり） 

と言い、家長が祈願のために大晦日の夜から元

日の朝にかけて氏神の社に籠る習慣でした。や

がて年籠りは、大晦日の夜の「除夜詣」と元日

の朝の「元日詣」との２つに別れ、元日詣が今

日の初詣の原形になりました。江戸時代末期ま

では氏神またはその年の恵方の方角の社寺に詣

でること（恵方詣り）が多かったのですが、明

治以降では氏神や恵方とは関係なく有名な社寺

への参詣が普通になりました。また現在でも、

除夜に一度氏神に参拝して一旦家に帰り、元旦

になって再び参拝するという地方があります。

これを二年参りといいます。 

 

 初詣が習慣化したのはそれほど古い時代では

なく、明治時代中期のこととされています。明

治時代初期までは恵方詣りの習慣が残っていた

ようですが、京阪神において電鉄会社が沿線の

神社仏閣をてんてんばらばらに「今年の恵方は

○○の方だ」と宣伝し始めたために、本来の恵

方ではない神社仏閣にも詣でるようになり、恵

方の意味が薄れ、有名な神社仏閣にお参りする

ようになったといわれています。 

 関東においても、京成電鉄や京浜急行電鉄な

ど、参拝客の輸送を目的として開業された鉄道

会社が存在します。基本的に「年籠り」形式を

踏まず、単に社寺に「元日詣」を行うだけの初

詣は明治以降広まった新しい習慣であり、それ

も鉄道網の発展による賜物なのです。 

 

       神社か寺院か 
 初詣の対象は神社・寺院のいずれでもかまわ

ないとされています。これは明治時代初期に神

仏分離が行われる前は、神道と大乗仏教、なら

びに祖霊信仰が一体化した神仏習合による信仰

が一般化していたためです。つまり初詣に限ら

ず社寺への参詣に神道・仏教の区別は無いとさ

れていたことの名残りです。 

 

 

       期間と回数 
 一般的に、正月三が日に参拝するのを初詣

といっていますが、一月中に参拝すれば特に

問題は無いようです。また、回数に関する規

定も無く、多数の神社仏閣に参詣すれば色々

なご利益があるという説もあります。例えば

西日本の一部地域の様に「三社参り」などと

言って正月三が日の内に複数（多くは三社程

度）の神社に参拝するのが習慣となっている

地域もあります。前記の通り、神仏習合の思

想が大きく影響しているためと考えられま

す。 

 

       お参りの仕方 
 まず、下界のけがれを落すために御手洗

（みたらし）で手を清めましょう。次に、拝

殿の前にぶらさがっている大きな鈴を鳴ら

し神様にコンタクトします。そして、二回お

じきをして、パンパンと二回拍手（かしわで）

を打ちます。ここで神様にお願いをしましょ

う。終わったら、最後にきちんと一礼。ちな

みにお寺では合掌です。手を叩かないよう

に。 
 
     近くの初詣スポット 
高崎・慈眼院 
   通称「高崎観音」見晴らしがよく初日

の出も見られる。 
富岡・一ノ宮貫前神社 
   群馬県で一番初詣参拝者が多い。 
   昨年 13 万人。 
沼田・迦葉山龍華院弥勒寺 
   大きな天狗様が奉納され、交通安全祈

願に訪れる人が多い。 
みどり・貴船神社 
   交通安全の神として知られ、年間数万

人のドライバーが参拝に訪れる。 
渋川・水澤寺 
   「水澤観音」の名で親しまれる天台宗

の古刹。 

日本では江戸時代より飛脚による通信網が形

成され、公的・私的に書簡による情報伝達が行

われておりました。こうした状況を背景に、明

治近代以降通信網がさらに発達すると、簡便な

情報伝達手段してのはがきの地位が確立されて

いきました。郵便物の一つとしての郵便はがき

は 1873 年（明治 6 年）より導入され、1900 年

に私製はがきが認可されました。 
また私製はがきは企画どおりの寸法（100mm

×148mm）であっても表面に「郵便はがき」の

文字が無ければ、それは単なる「はがき寸法の

紙」でしかない点にはご注意下さい。基本的に

はがきは、重量や厚さが規格内に収まっていれ

ば紙質等は問われないのですが、例えば自分で

はがきを作っても「郵便はがき」の文字が無け

れば、規定料金では届きません。逆に、料金さ

え払えばどんなものでもはがきに出来ます。そ

れは年賀状でも同じで、赤い字で「年賀」と書

いてあれば、どんなものでも年賀郵便に出来ま

す。 
 
さてここで年賀はがきの話が出てきました。

平成 23 年用の年賀はがきは平成 22 年 11 月 1
日に発売されましたが、当初の発行枚数は寄付

金付き年賀はがきを含めて 36 億 5500 万枚で

す。枚数の最盛期は過ぎて久しいものの、未だ

これだけの数量を誇っています。さらに通常の

ものに加え「ディズニーキャラクター年賀状」

「いろどり年賀状」のラインナップもあります。

前者は一部の郵便局で「香り付き」も 1 枚 70
円で販売されます。 

さらに世相を反映して「カーボンオフセット

年賀状」も 1 枚 55 円で販売されます。この 5
円分が地球環境温暖化防止プロジェクトに利用

されるようです。 
 
ところで年賀状といえば、毎年お年玉くじを

楽しみにしている方もいらっしゃるでしょう。

今年の1等は ①40型ハイビジョンＴＶ ②選

べる海外・国内旅行 ③選べるオフィスグッズ

セット ④ノートＰＣ+デジカメ+ＩＪプリン

 

タセット ⑤電動自転車 の五つのなかから選

べます。3655 本あるので、100 万枚に 1 枚、当

たります。 
 
今では当たり前となったお年玉くじですが、

始まりは 1949 年（昭和 24 年）でした。始まり

は、というより、それまでは普通の官製はがき

を年賀状として使っていたので、年賀はがきは

最初からお年玉つき、ということになります。

昭和 24 年というまだ戦争の傷跡も生々しい時

期に、国民の気持ちを少しでも明るくしよう、

という発想から誕生しました。 
お年玉付き年賀（専用）はがきは発売と同時

に大ヒットしました。なお 1955 年には米軍占

領下の沖縄でも年賀はがきが発行され、翌年に

は年賀切手も発行されました。 
因みに第 1 回の当籤(とうせん)賞品は、特等：

ミシン、1 等：純毛洋服地、2 等：学童用グロー

ブ、3 等：学童用コウモリ傘、といった内容で

した。当時は手製の洋服等を作るのが流行して

いたようです。その後は時代のニーズに応えつ

つ賞品も変化していき、平成に入ってからは海

外旅行や最新型ＴＶ、ＰＣなど数点の中から選

ぶ方式になりました。 
 
時代が移り変わっても、時候の便りや気持ち

のこもった手紙を書く楽しさ、年の初めに年賀

状を貰う嬉しさは変わりません。Ｅメールでの

挨拶や連絡も珍しくなくなってしまった今こ

そ、それを大事にしていきたいですね。 
  
 

 
 


